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株主の皆様には益々ご清祥のこと
とお喜び申し上げます。
平素は格別のご支援を賜り衷心よ

り御礼申し上げます。

当上半期のわが国経済は、企業収
益の改善から設備投資が増加するな
ど景気の緩やかな回復基調が続く一
方、個人消費は雇用者所得や雇用情
勢の改善により回復への動きは見ら
れるものの、税制改正や社会保険料
の引き上げによる先行き不安なども
あり、その足取りは重いまま推移し
ました。
食品業界におきましては、個人消

費の伸び悩みの影響を受けるととも
に、昨年度の猛暑の反動もあり、市
場競争は一層激化しました。
乳業界におきましては、懸案とな

っている脱脂粉乳の過剰在庫解消に
向け業界全体で取り組んだものの、
飲用牛乳の消費が低調に推移したこ
ともあり、依然として過剰な水準で
推移しました。

このような状況下、明治乳業グル
ープでは、ヨーグルト・プロバイオ
ティクス事業などのコア事業への経
営資源の集中、技術力および商品開
発力の徹底強化、グループ経営の推
進と競争力の強化、信頼される
「 」ブランドの確立などに注
力してまいりました。

その結果、当上半期における明治
乳業グループの売上高は、前年同期
比2.9％減の3,709億9千2百万円
となりましたが、営業利益は、当社
における退職給付費用等固定費の低
減やプロダクトミックスの改善など
により、前年同期比2.3％増の128
億5千6百万円となり、経常利益は前
年同期比8.6％増の134億9百万円
となりました。

当上半期の事業別の概況は次の通
りです。
食品事業につきましては、売上高

は、当社の乳製品部門やアイスクリ

ーム部門の売上が前年同期実績を下
回ったことや会計処理方法変更の影
響に加え、子会社につきましても販
売子会社などの売上が前年同期実績
を下回ったことなどにより前年同期
比3.3％減の3,207億1千2百万円
となりました。営業利益は、売上減
や原材料価格高騰の影響などにより
前年同期比2.0％減の113億4千万
円となりました。
サービス・その他事業につきまし

ては、売上高は、物流事業の売上は
増加したものの、飼料事業などの減
少により前年同期比0.7％減の731
億7千8百万円となりました。営業利
益は、飼料事業が経営効率の改善に
より増益となったことなどにより、
前年同期比30.5％増の15億2千3
百万円となりました。

また、当上半期における当社の売
上高は、前年同期比2 .6％減の
2,550億1百万円となりましたが、
営業利益は、退職給付費用等固定費

■業績の比較（連結）

売 上 高
経 常 利 益
中 間 （ 当 期 ） 純 利 益
1株当たり中間（当期）純利益
総 資 産
純 資 産
1 株 当 た り 株 主 資 本

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（ 円 ）

（百万円）

（百万円）

（ 円 ）

725,024
19,081
9,722
32.73

357,592
100,026
337.86

381,960
12,342
6,152
20.78

369,562
96,397
325.60

370,992
13,409
8,538
28.85

375,512
109,645
370.57

第128期上半期
（平成17年4月～9月）

第127期上半期
（平成16年4月～9月）

第127期
（平成16年4月～平成17年3月）

株 主 の 皆 様 へ

区　　分



の低減やプロダクトミックスの改善
などにより、前年同期比4.4％増の
94億9千7百万円となり、経常利益
は前年同期比15.1％増の100億5
千万円となりました。

当社の部門別の売上高の概要は次
の通りです。
市乳部門は、「明治おいしい牛乳」、

「明治ブルガリアヨーグルトLB81」
といった主力商品が好調に推移する
とともに、不採算商品の見直しを図
ったことにより、前年同期比0.2％
増の1,518億3千6百万円となりま
した。
乳製品部門におきましては、乳児

用コナミルクが出生率の低下などに
より前年同期実績を下回り、また、
チーズ、バターの会計処理方法を変
更したことなどにより、当部門の売
上高は前年同期比8.5％減の321億
9千2百万円となりました。
アイスクリーム部門は、「明治エッ

セルスーパーカップ」が伸長したも

のの、昨年の猛暑の反動もあり、前
年同期比2.9％減の246億4百万円
となりました。
飲料部門は、前年同期比2.7％減

の182億3百万円となりました。
その他部門におきましては、マー

ガリン類の会計処理方法変更による
影響や冷凍食品の売上減などにより、
前年同期比9.1％減の281億6千4
百万円となりました。

なお、中間配当金につきましては、
平成17年11月15日開催の取締役会
において、前年同様、1株につき3円
とすることに決定いたしました。
当下半期につきましても、景気の

回復基調が見られるものの、個人消
費につきましては、原油や素材価格
の上昇、税制や社会保険料の見直し
といった家計負担の圧迫材料などに
より大幅な伸長は期待できないこと
から、明治乳業グループを取り巻く
事業環境は引き続き厳しいものと予
想されますが、独自の技術力、商品

力を活かして世界の食品トップ企業
と互角に競争できる食品企業グルー
プとなるべく、企業価値の向上に向
けた諸施策をグループを挙げて推進
していく所存であります。
株主の皆様におかれましては、な

お一層のご支援とご理解を賜ります
ようお願い申し上げます。

平成17年12月
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事 業 別 売 上 高（ 連 結 ） 

サービス／その他 
73,178
18.6％ 

食品事業
320,712 

81.4％ 
 

（百万円） 

部 門 別 売 上 高（ 単 体 ） 

市乳部門
151,836

59.5％ 
 

乳製品部門 
32,192
12.6％ 

その他部門 
28,164
11.1％ 

飲料部門 
18,203
7.1％ 

アイスクリーム部門 
24,604
9.7％ 

（百万円） 

第128期 
上半期 

255,001

第128期 
上半期 

370,992

（事業別の売上高は消去前の金額） 

取締役社長



（ 資 　 産 　 の 　 部 ）

流 動 資 産

固 定 資 産

資 　 産 　 合 　 計

（ 負 　 債 　 の 　 部 ）

流 動 負 債

固 定 負 債

負 債 合 計

少 数 株 主 持 分

（ 資 　 本 　 の 　 部 ）

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金

自 己 株 式

資 本 合 計

負債、少数株主持分及び資本合計
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（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目

中間連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

前中間期
平成16年9月30日現在

153,386

216,175

369,562

181,225

89,621

270,847

2,318

23,090

21,429

47,791

4,323

△ 236

96,397

369,562

当中間期
平成17年9月30日現在

151,441

224,071

375,512

175,476

88,015

263,492

2,375

23,090

21,433

57,876

7,594

△ 349

109,645

375,512

前　期
平成17年3月31日現在

142,360

215,232

357,592

163,972

91,296

255,269

2,296

23,090

21,432

50,260

5,546

△ 303

100,026

357,592

400,000

0

（単位：百万円） 

総資産  
■中間　■通期 ■中間　■通期 ■中間　■通期 

第125期 

363,353

第126期 

364,957

第127期 

357,592

第128期 
（中間） 

375,512

100,000

200,000

300,000

120,000

0

（単位：百万円） 

株主資本  

第125期 

82,241

第126期 

91,892

第127期 

100,026

第128期 
（中間） 

109,645

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

400

0

（単位：円） 

1 株 当たり株 主 資 本  

第125期 

277.55

第126期 

310.23

第127期 

337.86

第128期 
（中間） 

370.57

100

200

300

連 結 財 務 諸 表
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（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

売 上 高

売 上 原 価

販売費及び一般管理費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税金等調整前中間（当期）純利益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

少 数 株 主 利 益

中間（当期）純利益

科　　目

中間連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

当中間期
平成17年4月 1日から
平成17年9月30日まで

370,992

266,911

91,224

12,856

1,734

1,181

13,409

3,453

1,403

15,459

6,842

―

78

8,538

前　期
平成16年4月 1日から
平成17年3月31日まで

725,024

522,970

182,637

19,415

2,819

3,153

19,081

1,234

3,131

17,184

7,480

△ 29

10

9,722

（ 資 本 剰 余 金 の 部 ）
資本剰余金期首残高
資本剰余金増加高
資本剰余金中間期末（期末）残高

（ 利 益 剰 余 金 の 部 ）
利益剰余金期首残高
利益剰余金増加高
利益剰余金減少高
利益剰余金中間期末（期末）残高

科　　目

中間連結剰余金計算書（要旨） （単位：百万円）

前中間期
平成16年4月 1日から
平成16年9月30日まで

21,421
7

21,429

42,604
6,154

967
47,791

当中間期
平成17年4月 1日から
平成17年9月30日まで

21,432
1

21,433

50,260
8,538

922
57,876

前　期
平成16年4月 1日から
平成17年3月31日まで

21,421
11

21,432

42,604
9,725
2,069

50,260

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物の増加（△減少）額
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高

科　　目

中間連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）（単位：百万円）
前中間期
平成16年4月 1日から
平成16年9月30日まで

24,178
△ 8,135
△ 15,030

1,013
4,130
5,143

当中間期
平成17年4月 1日から
平成17年9月30日まで

21,885
△ 10,221
△ 10,173

1,489
3,774
5,264

前　期
平成16年4月 1日から
平成17年3月31日まで

34,519
△ 18,738
△ 16,137
△ 356
4,130
3,774

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

3,000

6,000

9,000

5,000

10,000

15,000

20,000

■中間　■■通期 

第125期 第126期 第127期 第128期 

■中間　■■通期 

第125期 第126期 第127期 第128期 

■中間　■■通期 

第125期 第126期 第127期 第128期 

■中間　■■通期 

第125期 第126期 第127期 第128期 

800,000

0

（単位：百万円） 

売上高  

732,368

388,459

721,833

369,214

725,024

381,960

（見通し） 
710,000

370,992

200,000

400,000

600,000

25,000

0

（単位：百万円） 

経常利益  

14,602

9,109

15,747

9,707

19,081

12,342

（見通し） 
20,000

13,409

12,000

0

（単位：百万円） 

中間（ 当期 ）純利益  

4,050

3,999

7,949

5,686

9,722

6,152

（見通し） 
9,800

8,538

40

0

（単位：円） 

1 株 当たり中 間（ 当期 ）純利益  

13.56
13.49

26.74

19.20

32.73

20.78

（見通し） 
33.00

28.85

10

20

30

前中間期
平成16年4月 1日から
平成16年9月30日まで

381,960

273,828

95,567

12,564

1,542

1,763

12,342

708

1,309

11,741

5,580

―

8

6,152



営 業 収 益
売 上 高

営 業 費 用
売 上 原 価
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益
営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金
そ の 他

営 業 外 費 用
支 払 利 息
そ の 他

経 常 利 益
特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益
厚生年金基金代行部分返上益
そ の 他

特 別 損 失
固 定 資 産 処 分 損
貸 倒 引 当 金 繰 入 額
そ の 他

税 引 前 中 間 （ 当 期 ） 純 利 益
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
中 間 （ 当 期 ） 純 利 益
前 期 繰 越 利 益
中 間 配 当 額
中 間 （ 当 期 ） 未 処 分 利 益

営
業
外
損
益
の
部

（ 負 　 債 　 の 　 部 ）
流 動 負 債
支 払 手 形
買 掛 金
短 期 借 入 金
一年以内に償還予定の社債
コマーシャルペーパー
未 払 法 人 税 等
未 払 費 用
そ の 他

流 動 負 債 合 計
固 定 負 債
社 債
長 期 借 入 金
繰 延 税 金 負 債
退 職 給 付 引 当 金
そ の 他

固 定 負 債 合 計
負 債 合 計
（ 資 　 本 　 の 　 部 ）
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
そ の 他 資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
任 意 積 立 金
中間（当期）未処分利益

その他有価証券評価差額金
自 己 株 式

経
常
損
益
の
部

5

単 体 財 務 諸 表

中間貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（注）1．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
2．有形固定資産の減価償却累計額　　176,956百万円

3．偶発債務　　保証債務 12,337百万円　
経営指導念書等 86百万円

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目 前中間期
平成16年9月30日現在

5,666
45,270
19,268
5,000
―

3,400
26,972
19,683

125,261

35,000
28,203

730
4,722

265
68,921

194,182

23,090
21,429
21,421

7
38,083
5,311

26,410
6,361
3,954
△ 236

280,502

86,320

287,299

96,951

275,013

89,382

当中間期
平成17年9月30日現在

4,134
44,801
10,240
―

11,000
5,417

26,730
20,104

122,429

35,000
27,437
3,073
2,185

221
67,918

190,347

23,090
21,433
21,421

12
45,755
5,311

30,718
9,725
7,021
△ 349

前　期
平成17年3月31日現在

3,423
42,496
13,460
―

12,000
2,625

24,554
16,565

115,124

35,000
29,303
1,738
4,242

223
70,506

185,631

23,090
21,432
21,421

11
40,107
5,311

26,410
8,386
5,055
△ 303

（ 資 　 産 　 の 　 部 ）
流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
た な 卸 資 産
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

流 動 資 産 合 計
固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
機 械 装 置
土 地
そ の 他

無 形 固 定 資 産
投 資 有 価 証 券
投 資 そ の 他 の 資 産
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産 合 計
資 産 合 計

科　　目 前中間期
平成16年9月30日現在

2,187
3,200

66,819
32,641
3,739
6,647

△ 1,066
114,168

118,898
42,171
44,889
20,200
11,637

561
18,375
31,561
△ 3,063
166,334
280,502

当中間期
平成17年9月30日現在

2,059
2,809

65,692
29,420
5,254
6,787
△ 684

111,339

119,644
41,833
41,270
20,058
16,482

691
24,504
35,135
△ 4,016
175,960
287,299

前　期
平成17年3月31日現在

1,961
2,548

59,641
32,110
5,252
5,710
△ 692

106,532

118,373
41,689
43,662
20,038
12,983

676
20,102
33,382
△ 4,053
168,481
275,013

中間損益計算書（要旨）

科　　目 前中間期
平成16年4月1日から平成16年9月30日まで

182,186 
70,525

432
924

674
1,055

573
―
61

557 
2,000

129 

261,814

252,712 
9,101 

1,357 

1,730 
8,728 

635 

2,686 
6,677
3,299
―

3,377
2,983
―

6,361

当中間期
平成17年4月1日から平成17年9月30日まで

179,952 
65,551 

482 
1,135 

431 
633 

237 
2,883 

103 

456 
―

1,356 

255,001

245,504 
9,497 

1,617 

1,065 
10,050 

3,224 

1,812 
11,462
4,896
―

6,566
3,159
―

9,725

前　期
平成16年4月 1日から平成17年3月31日まで

347,158
132,179

633
2,058

1,184
1,892

770
―

361

1,397
3,000

261

493,868

479,338 
14,530 

2,691 

3,077 
14,144 

1,131 

4,659 
10,616
5,577

△ 1,251
6,290
2,983

888
8,386

特
別
損
益
の
部

営
業
損
益
の
部

資 本 合 計
負 債 及 び 資 本 合 計
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当社では、「お客様と明治乳業を結ぶ心の架け橋」として、

お客様相談センターを1976年に開設し、お客様のご意見、

ご相談に迅速にお応えするとともに、より良い商品の開

発・改善、サービスの向上に役立てています。

お客様相談センターでは、つねに、「お客様を大切に」を

心がけ、お客様との双方向コミュニケーションを円滑にし、

信頼ある企業として、また情報の発信基地として、お客様

の健康で幸せな毎日に貢献できるよう漓お寄せいただいた

声を最重要資源として経営に活かすこと、滷お客様の満足

度の向上を図り、明治乳業ファンづくりに貢献し、明治乳

業に対する信頼感・安心感の醸成を担うこと、澆さらに、

一分、一秒でも早くリ

スクの芽を感知するア

ンテナ機能と緊急時の

お客様応対に責任をも

つことを、基本使命

（ミッション）として

活動しています。

お客様と明治乳業を結ぶ心の架け橋をめざして

相談問い合わせや、クレーム、意見提案、称賛、赤ちゃ

ん相談を含めて、年間約13万6千件（2004年度実績）の

お申し出を受け付けています。これらの多くのお客様の声

から、お客様が求める価値、認める価値を把握するように

努め、「よいものつくり」に積極的に活かしております。そ

の成果をお客様に提供し、お客様にかけがえのない商品、

企業として認知していただくことを目指しています。

食品メーカーとして 

「よいものつくり」とは？ 

「よい、ものつくり」＋「よいもの、つくり」 

「安全・安心の保証」＋「健康とおいしさ」 

信頼・満足 お約束 

消 費 者  

お客様の声を活かした商品開発や表示の改善
蘆糖分を控えたいお客様の声

→「明治プロビオヨーグルトLG21甘さひかえめ」の発売

蘆アルミと紙があるのでゴミの分別がしにくいとの声

→6Pチーズを環境に配慮し、アルミ包装された個包装（ポーション）から紙レベルをはずしました。

お客様の声と「よいものつくり」

お客様相談センター

レポー ト

お客様相談センターでは、当社のホームページに、「お客

様ひろば」を開設し、お客様から寄せられる様々なご相

談・ご質問についても、「Q＆A お客様のご質問にお答え

します」のサイトを開設しています。また、今年10月で

30年目を迎えます赤ちゃん相談室から、育児支援情報を提

供するため「赤ちゃん相談室便り」も開始しております。

ホームページ　「お客様ひろば」
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tialence

当社独自の製法で、濃厚でありながらなめらかな食感を実現したヨ－グルトを
ベ－スに、厳選された果肉を約30％使用した「プレミアムヨ－グルト」。商品の
魅力度を高めるために、カップ天面・側面に果実のイラストを配し、より高級感
のあるパッケージにいたしました。また、程良い酸味と食感がヨーグルトにぴっ
たりのアプリコットを新たに商品ラインナップに加えました。

明治ベビーフード
赤ちゃん村　レトルト

離乳初期（5ヵ月頃～）から完了期（12ヵ月頃～）まで、
成長に合わせた適切な素材・大きさ・固さで作られた、
手間なくそのまま食べられるレトルトタイプのベビーフ
ードです。赤ちゃんを待たせず、すぐに食べさせること
ができます。

明治ヨーグルト美しいあした（120g）
明治ヨーグルト美しいあしたドリンクタイプ
（120ml）

「美容フローラ（※）のための乳酸菌」をキーワードに、
明治乳業の乳酸菌研究によって開発された、女性の美容
と健康を応援する爽やかな風味のヨーグルトです。さら
に、コラーゲンとセラミドを配合しました。
※美容フローラ：腸内に存在する多種多様な細菌群（腸
内フローラ）の状態に、健康はもちろん美容にとっても
良い状態があると考え、その状態を「美容フローラ」と
名付けました。

「こだわり大豆」（100ml）

大豆まるごとの栄養を毎日おいしく摂ることができる大
豆飲料。当社独自の「こだわりスッキリ製法」（※）によ
り、大豆たんぱく質・イソフラボン・食物繊維等、大豆
の栄養はそのままに、後味スッキリに仕上げました。
※こだわりスッキリ製法：大豆特有の豆臭さ、青臭さを
取り除く明治乳業の技術を生かした製法です。

明治ミルクと珈琲ブランド
「ふんわりラテ」

乳の専門家である明治乳業が、乳にこだわって作り上げ
たミルクコーヒーです。たっぷりのミルク感を実現する
とともに、抽出方法にこだわったコーヒーを使用するこ
とで、おいしいミルクにベストマッチするコーヒー風味
を実現しました。ミルクのおいしさを楽しみながらリラ
ックスしたい方にぴったりのミルクコーヒーです。

乳幼児用食品

アイスクリーム

明治エッセルスーパーカップ　
バナナチョコ

明治エッセルならではのコクのある、香り高いバナ
ナアイスにカカオ感とパリパリ食感が楽しめるチョ
コチップを混ぜ込み、食感の変化と組み合わせのお
いしさが楽しめます。

Aya Sweets Dessert
チョコブラウニー

ブラウニー風味のクッキー粉末をチョコアイスにた
っぷり混ぜ込んだ、濃厚でしっかりとしたチョコブ
ラウニーの味わいをアイスならではの冷たいおいし
さで味わえる濃厚スイーツなプレミアムアイスクリ
ームです。

明治美チャージ　
コラーゲン＆ヒアルロン酸　バニラ

「おいしさを美しさに」をコンセプトに、乳脂肪を使
用し、濃厚な味わいに仕上げたアイスクリームに
「コラーゲン」、「ヒアルロン酸」、「食物繊維」を配合
しました。

新 製 品 の ご 紹 介

市 乳
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コルディアFeパウダータイプ

「運動時に効率よく酸素を細胞に運ぶことができれば
スタミナが手に入る」、このメカニズムに着目し、コ
ルディア（冬虫夏草）エキスと鉄分を配合。アップ
ル味でおいしく飲めます。スタミナを必要とするア
スリートをサポートします。

おなか活力タブレット

自分自身のビフィズス菌を増やして、腸内の環境を
整えることによって、お通じを良好に保つという有
効性について、厚生労働省より許可を受けたタブレ
ットタイプの特定保健用食品です。風味のよいヨー
グルト味で手軽においしく食べられます。

明治チューブでバター1／3
発酵バター風味

好評発売中の「明治チューブでバター1/3」に、芳
醇な発酵バターの風味や香りをプラスしました。パ
ンに、料理に発酵バター由来の自然な風味と甘みが
楽しめます。コレステロールは明治北海道十勝バタ
ーの1/3。チューブタイプなので簡単便利です。

明治北海道十勝カマンベール　
ブラックペッパー入り 切れてるタイプ

クリーミーでクセのない味わいで好評の「明治北海
道十勝カマンベールチーズ」に、厳選したスパイシ
ーな黒こしょうをサンドしました。ビールやワイン
のおつまみに、大人向けのカマンベールに仕上げま
した。

明治クリームフロマージュ　
（プレーン/トマト＆バジル）

濃厚なミルクのコクとともに、口溶けのなめらかさ
が特徴のポーションクリームチーズです。
本格的なクリームチーズの風味を楽しむためのプレ
ーンタイプと、さっぱりとした酸味と香りが個性的
なトマト＆バジルの2種類をご用意しました。

海老グラタン2個入

新鮮な生乳と、北海道産生クリーム、発酵バター、
ゴーダチーズを使用したコクのあるクリーミーなホ
ワイトソースに、ペンネマカロニと大きめのエビを
使用し、オーブントースターで焼き上げる本格的な
味わいに仕上げたグラタンです。

海老ドリア2個入

新鮮な生乳と、北海道産生クリーム、発酵バター、
ゴーダチーズを使用したコクのあるクリーミーなホ
ワイトソースに、ブイヨンでふっくら炊きあげたバ
ターライスと大きめのエビを使用し、オーブントー
スターで焼き上げる本格的な味わいに仕上げたドリ
アです。

野菜とチーズのオーブン焼き

北海道産のじゃがいも・かぼちゃ、国内産のさつま
いも・ブロッコリーを大きめにカットし、新鮮な生
乳と生クリームでクリーミーに仕上げたホワイトソ
ースをかけた、こだわりのオーブンメニュー。パセ
リとナチュラルチーズがこんがり香ばしい一品。

バター チーズ
マーガリン

冷凍食品

栄養食品
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社 名

英 文 社 名

設 立

資 本 金

本社所在地

従 業 員 数

明治乳業株式会社

Meiji Dairies Corporation

大正6年12月

230億9千万円

東京都江東区新砂一丁目2番10号

4,543名

代表取締役
取締役会長

代表取締役
取締役社長

専務取締役

専務取締役

専務取締役

常務取締役

常務取締役

常務取締役

常務取締役

常務取締役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

常勤監査役

常勤監査役

監 査 役

監 査 役

中 山 　 悠

浅　野　茂太郎

鶴 丸 健 彦

田 中 　 要

永 田 　 毅

齋 藤 繁 男

桑 田 　 有

吉 岡 幸 一

井 原 昇 一

西 美

林 　 哲 夫

松 澤 　 正

峯 元 和 博

重 成 範 男

馬 場 良 雄

加　藤　直　樹

川　島　浩一郎

山 本 潤 児

江 黒 雅 美

野 中 謙 一

金 子 秀 定

吉 田 俊 明

小 出 　 薫

縄 田 照 三

吉 岡 　 肇

星 野 修 邦

赤 羽 正 治

藤 井 吉 昭

18,504

14,891

14,581

11,000

10,882

10,013

8,085 

6,985

5,592

5,381 

日本マスタートラスト信託
銀 行 株 式 会 社 信 託 口

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社信託口

株式会社みずほ銀行

株式会社りそな銀行

明 治 製 菓 株 式 会 社

日本生命保険相互会社

農 林 中 央 金 庫

住友信託銀行株式会社

明治乳業従業員持株会

明 治 乳 業 共 栄 会

●株式数
会社が発行する株式の総数 560,000,000株
発行済株式の総数 296,648,786株

（前期末比増減なし）

●株主数
株主数 35,787名

（前期末比1,357名減）

●大株主（上位10名）

千株 ％

—

—

—

—

7,249

—

—

1,871 

—

—

—

—

—

—

1.88

—

—

0.11

—

—

6.24

5.02 

4.92

3.71

3.67

3.38

2.73

2.35

1.89

1.81

千株 ％

株主名 当社への出資状況
持株数（出資比率）

当社の大株主への出資状況
持株数（出資比率）

●株式分布状況

その他の国内法人　 
13.02%

外国法人等　 
14.10%

証券会社 
1.67%

個人・その他 
26.40%

金融機関 
44.81%

株 式 の 状 況 （平成17年9月30日現在） 会 社 概 要

役 員 （平成17年9月30日現在）



●連結子法人等および関連会社

□食品事業 19社

日本罐詰株式会社

明治油脂株式会社

北海道明販株式会社

東北明販株式会社

東京明販株式会社

東京明治フーズ株式会社

中部明販株式会社

金沢明販株式会社

近畿明販株式会社

中国明販株式会社

九州明乳販売株式会社

株式会社アサヒブロイラー

明治アグリス株式会社

明治ケンコーハム株式会社

大阪保証牛乳株式会社

四国明治乳業株式会社

東海明治株式会社

沖縄明治乳業株式会社

パンピー食品株式会社

□サービス・その他事業 8社

明治飼糧株式会社

フレッシュネットワークシステムズ株式会社

東京牛乳運輸株式会社

株式会社カントラ

株式会社ケー・シー・エス

大蔵製薬株式会社

株式会社明治テクノサービス

株式会社ナイスデイ
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株主メモ

決 算 期

定 時 株 主 総 会

同総会権利行使
株 主 確 定 日

利益配当金受領
株 主 確 定 日

中間配当金受領
株 主 確 定 日

名義書換代理人

同事務取扱場所

連 絡 先

同 取 次 所

公 告 の 方 法

毎年3月31日

毎年6月

毎年3月31日

毎年3月31日

毎年9月30日

三菱UFJ信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

〒171-8508
東京都豊島区西池袋一丁目7番7号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
薔0120-707-696（フリーダイヤル）

三菱UFJ信託銀行株式会社　全国各支店

東京都において発行する
日本経済新聞への掲載

貸借対照表および損益計算書の開示はホームページにより行
っております。

http://www.meinyu.co.jp/profile/kessankokoku/index.htm

お知らせ

住所変更、配当金振込指定・変更、単元未満株式買取・買増請求
に必要な各用紙、および株式の相続手続依頼書のご請求は、

名義書換代理人のフリーダイヤル

薔0120-86-4490
で24時間承っておりますので、ご利用ください。

この報告書は環境への配慮のため、古紙パルプ配合率100％再生紙と大豆油イン
キを使用しています。

地球環境に配慮した大豆油 
インキを使用しています 

連 結 対 象 会 社




